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葛飾北斎描く千住より眺望の富士 

東京江北ロータリークラブ  
会長 小林光夫／会長エレクト 守屋裕之  

幹事 羅山能弘／ 副幹事 高橋史郎  

会報・ＩＴ委員長 渡邉浩  
 

 

 

 

 

 

６０周年を学び、親睦を深めよう 
 

RC 会長 

小林 光夫 

 

 

 

 

 

ROTARY CONNECTS 

THE WORLD 
 

RＩ会長 

マーク・ダニエル・マローニー 
 

 

THE ROTARY CLUB OF TOKYO-KOHOKU 

第 2888 回   2020 年 1 月 23 日 
 

2020 年 1 月 16 日 第 2887 回例会報告 
 
点 鐘  

ロータリーソング 「四つのテスト」 

来 賓  

 ⚫ ゲスト 

林仲秋さん（米山奨学生） 

⚫ ビジター 

松村正一氏（東京東） 

セ レ モ ニ ー  

 ⚫ なし 

会 長 報 告  

 ⚫ なし 

幹 事 報 告  

 ⚫ 当クラブの細則変更に伴い、1 月 9 日例

会の訂正出席率の発表を、1月 23日例会

より再開致します。 

⚫ ＩＭの報告書をポスティングしており

ます。 

⚫ 高橋（秀）会員の所属は親睦活動委員会、

カウンセラーは石鍋会員に決定致しま

した。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

委 員 会 報 告  

 ⚫ 職業奉仕委員会…「私の職業」の原稿を

締切致します。変更のご希望がある方は

至急お願い致します。 

⚫ インターアクト委員会…潤徳女子高等

学校インターアクトクラブ例会が本日

16時 30分より開催されます。 

出 席 報 告 会員52名中41名 出席率79％  
 

ニコニコ（●＾o＾●）ボックス 

⚫  7年 100％祝 

⚫ 会員お誕生日祝 

⚫ 奥様お誕生祝 

⚫ ご結婚祝  

…張替俊光君 

…村上君 

…細沼君 

…細沼君  
⚫ 小林会長 羅山幹事…松もとれ 正月気分 

愛おしく 

⚫ 海老沼君…久しぶりの卓話です。次年度のト

レーニングのつもりで務めます。よろしくお

願いします。 

合計 23,000円 累計 1,351,500円 

 

 

 

 

Rotary Rate 110 円 

・・・・・・・・・・ 東京江北ロータリークラブ 創立 60周年記念行事 ・・・・・・・・・・ 

2020年 2月 20日（木）               2020年３月 12日（木） 

物故会員追悼法要／移動例会             創立 60周年記念例会・祝賀会 



 

 

次週の卓話 1/30    
「ずばり今年の運勢」 

メンバー 

小出芳山氏（小出康夫君） 

本日の卓話  
「亀井聖矢ミニ演奏会」 

ピアノスト 

亀井聖矢氏 

紹介者 長谷君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1月 16日の卓話はメンバー海老沼孝二さんより

「会員増強とこれからの職業分類について」と

いう演題でお話しをいただきました。 

「職業分類について」卓話資料は、例会場のポ

ストに投函しています。 

 

卓 話 

青少年交換学生 山中智

子さんは日本を出発し

て 4カ月が過ぎました。 

 

ガバナー事務所経由で

提出される青少年交換

派遣学生の月間報告や、

LINE で写真なども送っ

て貰い、元気そうです。 

 

文化、習慣の違いから

苦戦している感はあり

ますが、学業や学校の

お友達との交流など、

ひとつひとつ前向きに

取り組んでいるよう

で、日々の成長を感じ

ます。 

青少年交換学生 

カウンセラー張替俊光 

2020-21 年度 東分区ガバナー補佐は、金谷正

次氏（東京東）、海老沼孝二氏（東京江北）、廣

田健史氏（東京向島）、分区幹事は、奥山惠一氏

（東京東）、追分義郎氏（東京江北）、田崎和則

氏（東京向島）に決まり、次年度第１回会長幹

事会の準備が 2月 6日より始まります。 

 

2020-21 年度 第 2580 地区ガバナーは、野生司

義光氏（東京小石川ロータリークラブ在籍）、国

際ロータリー会長（ＲＩ会長）は、、スシル・グ

プタ氏が健康上の理由（2019 年 5 月 31 日）で

辞任され、ホルガー・クナーク氏（ドイツ、ヘ

ルツォークトゥム・ラウエンブルク・メルン・

ロータリークラブ会員）に決定しております。 

クナーク氏は、会員基盤を強化するためにはロ

ータリーが女性会員数を増やし、ローターアク

ターのロータリークラブへの移行に焦点を当て

る必要があると話します「優秀なローターアク

ターが大勢いるにも関わらず、ロータリークラ

ブに入会するのはほんのわずかです」とクナー

ク氏。ロータリーの「世界を変える行動人」キ

ャンペーンは、ロータリーが公共認識を高める

上での新しい可能性をもたらすとクナーク氏は

話します。「それぞれの地域性や文化を尊重し

つつ、ロータリーの国際的なイメージを伝える

のに最適なキャンペーンです」 

1992年にロータリーに入会したクナーク氏は、

ロータリーの財務長、理事、モデレーター、各

種委員会の委員や委員長、規定審議会代表議員、

ゾーンコーディネーター、研修リーダー地区ガ

バナーを歴任したほか、恒久基金／大口寄付ア

ドバイザー、2019年ハンブルグ国際大会ホスト

組織委員会の共同委員長でもあります。  

不動産業を営む「Knaack KG」の CEOであり、125

年続く家族事業の「Knaack Enterprises」のパ

ートナー兼ゼネラルマネジャーを務めました。  

地域社会では、ラッツェブルク市市民財団の創

設メンバーで、Gut Grambek ゴルフクラブの会

長を務めた経験もあります。さらに、カール・

アダム財団の会長で創設者です。  

スザンヌ夫人とともに、ロータリー財団のメジ

ャードナーで、遺贈友の会のメンバーです。 

 

2020-21年度 

 

青少年交換学生 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロータリーの目的 
ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎とし

て奉仕の理念を奨励し、これを育むことにあ

る。具体的には、次の各項を奨励することにあ

る： 
第１  知り合いを広めることによって奉仕

の機会とすること； 
第２  職業上の高い倫理基準を保ち、役立

つ仕事はすべて価値あるものと認識
し、社会に奉仕する機会としてロー
タリアン各自の職業を高潔なものに
すること； 

第３  ロータリアン一人一人が、個人とし
て、また事業および社会生活におい
て、日々、奉仕の理念を実践するこ
と； 

第４  奉仕の理念で結ばれた職業人が、世
界的ネットワークを通じて、国際理
解、親善、平和を推進すること。 

職業奉仕の手引き：実践しよう 

 

高潔性と倫理 

 
ロータリーでは、高潔性と高い倫理を重視して

います。その中でロータリアンによって生みだ

されたのが、「四つのテスト」と「ロータリアン

の行動規範」の 2 つであり、職場や生活のあら

ゆる場面で倫理的行動を実践するための指針と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「四つのテスト」の歴史 

「四つのテスト」は、1932年、シカゴ・ロータ

リークラブ会員で、1954-55 年度に国際ロータ

リー会長を務めたハーバート J. テイラーによ

り発案されました。倒産寸前の会社を建て直 

す役目を担ったテイラーは、仕事における全側

面において従うべき倫理的指針として「四つの

テスト」を創り、このシンプルな哲学のおかげ

でこの会社は倒産を免れました。その後、1934

年に国際ロータリーで採用されて以来、「四つの

テスト」はロータリアンが倫理的行動を判断す

るための尺度として用いられてきました。この

テストは、多くの言語に翻訳され、世界中でロ

ータリアンにより推進されています。 

 

 

 

 

 
「職業奉仕」という概念 

 
「ロータリーの目的」（前頁を参照）は、ロータ

リーの存在目的とロータリアンの責務について

記した哲学的な声明です。職業奉仕は、「目的」

の第 2 項を土台としており、この項で、ロータ

リアンは次のことを奨励し、育むことが求めら

れています。 

▪ 職業上の高い倫理基準 

▪ 役立つ仕事はすべて価値あるものとい

う認識 

▪ 社会に奉仕する機会としてロータリア

ン各自の職業を高潔なものとすること 
 
職業奉仕はどのように実践できるでしょうか。

以下にいくつかの方法をご紹介します。 
 

▪ 例会で、各会員が自分の職業について話

し、互いの職について学び合う 

▪ 地域社会での奉仕プロジェクトで職業

スキルを生かす高潔さを重んじて仕事

に取り組み、言動を通じて模範を示すこ

とで倫理的な行動を周囲に促す 

▪ 若者のキャリア目標を支援する 

▪ 専門能力の開発を奨励し、指導する 

職業奉仕はロータリーの核心であり、世界中の

地域社会で奉仕を行う土台となるものです。 

 

行動しよう 

職業奉仕を実践例から学ぶことができます。同

様または類似した活動をクラブで実施したり、

これらの例を参考に現在の活動を見直したりす

ることをご検討ください。 

四つのテスト 

言行はこれに照らしてから 

1. 真実かどうか 

2. みんなに公平か 

3. 好意と友情を深めるか 

4. みんなのためになるかどうか 

ロータリアンの行動規範 
 

ロータリアンとして、私は以下のように行動す

る。 

1. 個人として、また事業において、高潔さと高
い倫理基準をもって行動する。 

2. 取引のすべてにおいて公正に努め、相手とそ
の職業に対して尊重の念をもって接する。  

3. 自分の職業スキルを生かして、若い人びとを
導き、特別なニーズを抱える人びとを助け、
地域社会や世界中の人びとの生活の質を高
める。 

4. ロータリーやほかのロータリアンの評判を落
とすような言動は避ける。 

行動しよう 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロータリアンの行動規範 

「ロータリアンの行動規範」は、「四つのテスト」

と並び、すべてのロータリアンが事業や専門職

において指針とできる、倫理的行動の枠組みと

なるものです。ロータリーの職業奉仕では、地

域社会のニーズに取り組み、支援を必要とする

人たちが自らの力で生活を立てていけるよう支

援するために、職業の知識とスキルを活用する

ことが求められます。クラブでの活動や職業を

通じて充実した職業奉仕を実現できるよう、実

践的なアイデアを紹介した本手引きをご活用く

ださい。 

スキルと職業 

職業とそのスキルの重要性を認識するロータリ

ーには、多様な職業や経験をもつ会員がおり、

地域社会のさまざまな職業、ビジネス、団体と

のつながりを生かした活動が実践されていま

す。会員には、職業スキルを奉仕に生かし、自

らの職業をクラブで代表するとともに、職場に

おいてもロータリーの理念を実践する責務があ

ります。 

 

 

ロータリアン行動グループに参加する： 

さまざまな専門分野ごとにグループがあり、

ロータリアン、その家族、ロータリープログ

ラムの参加者・学友がメンバーとなっていま

す。メンバーは、クラブや地区によって成果

あふれる奉仕プロジェクトが実施されるよ

う、助言したり、協力したりできます。詳し

くは rotary.org/ja/actiongroupsをご覧く

ださい。 

 

ロータリー親睦活動グループに参加、または新た

にグループを結成する： 

同じ関心や趣味をもつロータリアン、その家

族、ロータリープログラムの参加者・学友と

楽しく交流できるのが、「ロータリー親睦活動

グループ」です。執筆、編集・出版、保健、

法律、写真、警察など、多くのグループは特

定の職業分野に関連しています。詳しくは

rotary.org/ja/fellowships をご覧くださ

い。 

 

奉仕プロジェクトで職業スキルを活用する： 

科学、医学、機械エンジニアリング、起業、

金融、パブリックスピーキング、執筆などの

自分の職業スキルを生かして、地域社会に変

化をもたらす奉仕プロジェクトに参加しまし

ょう。 

 

行動しよう 

地区リソースネットワークで専門知識を生かす： 

ロータリーの 6つの重点分野、プロジェクト

の計画と実施、ニーズ調査、成果の測定、あ

るいは大規模な補助金プロジェクトにおけ

るその他の側面に関する専門知識をお持ち

の方は、地区の国際奉仕委員長にご連絡くだ

さい。自分の専門知識・スキルを用いて、地

元クラブの活動や大きななインパクトを生

むプロジェクトの立案に貢献できます。 

 

職業に関連するロータリー友情交換に参加する： 

異文化における特定分野の職業体験に関心の

ある地区間で交換活動が実施できるよう、地

区ロータリー友情交換委員長と連絡を取りま

しょう。若い職業人にも参加してもらい、海

外で自らの職業に対する理解を深めながら、

異文化交流ができる交換活動を計画しましょ

う。 

 

職場で高い倫理基準を推進するために 

事業や専門職務のリーダーであるロータリア

ンは、職場や地域社会において模範を示し、

高い倫理基準を推進することのできる立場に

あります。ロータリアンは、次のような方法

で倫理を実践し、奨励できます。 

 

・ 従業員の雇用、研修、指導において、誠

意、責任、公平さ、尊重について説明し、

その重要性を強調する。 

・ 仕事仲間による模範的な行動を称え、奨

励する。 

・ 顧客、業者、仕事関係者と接する際は、

高い倫理基準を遂行し、思いやりと熟慮

をもって行動する。 

・ ビジネスや組織において、社会的・環境

的に責任ある慣行を推進する。 

 

 

 

現会員・新会員への教育の機会を設ける： 

「四つのテスト」や「ローアリアンの行動規

範」の重要性について話し合いましょう。 

倫理的ジレンマについて話し合う： 

倫理的な課題を含むシナリオに基づいて話し

合うワークショップを行いましょう。 

倫理の模範を示した人を表彰する： 

ビジネスや職業において、高い倫理基準に即

して行動している人を表彰しましょう。 

若い人の参加を促す： 

若い世代が充実したキャリアを積み上げてい

けるよう、会員による就職相談会や、ワーク

ショップ、職業開発セミナーを開きましょう。 

行動しよう 


